
尻屋崎 

宮古市 

田老 

久慈市 

八戸市 

三沢市 

六ヶ所村 

東通村 

山田町 

 
 

                                       

                                       

二
二
ヵ
所
の
観
測
地
点 

 

文
部
科
学
省
主
管
の
「
海

洋
環
境
放
射
線
総
合
評
価

事
業
」
で
は
、
一
九
九
四
（
平

成
六
）
年
度
か
ら
「
核
燃
サ

イ
ク
ル
施
設
沖
合
調
査
」
が

始
め
ら
れ
、
青
森
県
沖
合
一

六
地
点
で
ト
リ
チ
ウ
ム
や

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９
０
等
の

測
定
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）
年

度
か
ら
は
私
達
が
要
望
し

た
結
果
「
岩
手
県
沖
合
の
六

地
点
」
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
「
二
二
地
点
の
測
定
日

と
数
値
」
が
一
九
、
二
〇
年

度
報
告
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
に
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。(

図
１)

 

 

                

ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
で
の 

ト
リ
チ
ウ
ム
の
放
出 

 

そ
の
報
告
書
の
数
値
で
、

ト
リ
チ
ウ
ム
が
自
然
海
水

（
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
）
の
上

限
０
・
２
ベ
ク
レ
ル
／
㍑
を

超
え
て
い
る
も
の
を
見
て

ゆ
く
と
次
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。 

●
平
成
一
九
年
春 

三
沢
沖
０
・
２
１ 

八
戸
沿

岸
０
・
３
４ 

久
慈
沖
０
・

３
２ 

０
・
４
６ 

田
老
沖

０
・
２
３ 

０
・
２
１ 

山

田
沖
０
・
２
９ 

０
・
２
３ 

●
平
成
一
九
年
秋 

六
ヶ
所
沖
０
・
４
３
、
三
沢

沖
０
・
２
４ 

０
・
２
１ 

●
平
成
二
〇
年
春 

六
ヶ
所
沖
０
・
４
５ 

三
沢

沖
０
・
５
６ 

八
戸
沖
１
・３
、 

  
 

               

●
平
成
二
〇
年
秋 

０
・
２
を
超
え
る
地
点
な
し 

 

平
成
二
〇
年
春
、
自
然
海

水
の
六
倍
以
上
の
測
定
値 

 

以
上
の
よ
う
に
、
平
成
二

〇
年
五
月
に
八
戸
市
沖
約

二
五
キ
ロ
に
１
・
３
ベ
ク
レ

ル
／
㍑
と
い
う
自
然
海
水

（
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
）
の
六
倍

以
上
の
数
値
が
観
測
さ
れ

ま
し
た
。
（
表
１
） 

こ
の

時
期
は
、
表
２
の
よ
う
に
同

年
二
月
〜
五
月
ま
で
の
放

出
回
数
が
二
四
回
、
廃
液
量

が
一
万
二
七
〇
〇
立
方
㍍

に
達
し
、
ト
リ
チ
ウ
ム
放
射

能
総
量
は
一
五
八
兆
ベ
ク

レ
ル
に
達
し
ま
し
た
。
廃
液

も
原
発
放
出
濃
度
限
度
の

百
倍
を
超
え
る
日
が
一
一

日
も
あ
り
ま
す
。
四
月
二
八 
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岩手の会                                ２０１０（平成２２）年      
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①

②

③

（注）文部科学省ホームページ 環境放射能評価
検討委員会・資料７－２「平成２０年度海洋環境

放射能総合評価事業成果報告書」から 

○単位：ベクレル／

㍑ Ｂｑ：ベクレ
ル：１秒の壊変数 

○自然海水中のトリ

チウム（バックグラウ

ンド）は：0.１～０.2Ｂ

ｑ／㍑ 「核燃サイ

クル施設沖合海域

概要（同省原子力安

全課）」より 

平成２０年５月高濃度トリチウム観測地点 表１ 

採取地点 ５月 Ｂｑ／㍑ 自然海水
の何倍か 

① 八戸市沖   ８日 1.30 6.5 

② 三沢市沿岸 １０日 0.56 2.8 

③ 六ヶ所村沖  １８日 0.4５ 2.3 
（バックグラウンド値０．２Ｂｑ/㍑で計算）                                  

海水試料（表層水）トリチウム濃度 
２００８（平成２０）年度春（４～５月）  

文科省調査        図１ 

昨
年
十
月
三
〇
日
に
開
催
さ

れ
た
文
部
科
学
省
主
管
の
海
洋

環
境
放
射
能
評
価
事
業
検
討
委

員
会
に
「
核
燃
サ
イ
ク
ル
沖
合

海
域
ト
リ
チ
ウ
ム
濃
度
測
定
結

果
」
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
平

成
一
九
年
度
（
春
・
秋
）
と
二

〇
年
度
（
春
・
秋
）
の
四
回
分

で
、
尻
屋
崎
沖
か
ら
岩
手
県
山

田
沖
ま
で
の
二
二
地
点
の
表
層

水
の
採
集
日
と
そ
の
測
定
結
果

が
載
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期

は
実
際
の
使
用
済
み
燃
料
を
用

い
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
中
で
、

私
達
の
抗
議
に
も
か
か
わ
ら
ず

大
量
の
ト
リ
チ
ウ
ム
を
含
む
放

射
性
廃
液
が
流
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
二
〇
年
五
月
に
は
八
戸
沖

で
自
然
海
水
の
六
倍
も
の
ト
リ

チ
ウ
ム
濃
度
が
測
定
さ
れ
ま
し

た
。 尻屋崎 



日
は
五
二
二
倍
、
同
三
〇
日

四
〇
一
倍
、
五
月
二
日
は
、

三
四
二
倍
を
示
し
、
と
て
も

濃
い
放
射
能
を
含
む
海
水

の
か
た
ま
り
が
青
森
県
と

岩
手
の
沿
岸
に
到
達
し
た

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
表
１

に
０
・
２
ベ
ク
レ
ル
／
㍑
を

超
え
る
海
域
を
破
線
で
示 

                            

                          

し
ま
し
た
。
か
な
り
広
大
な

海
域
が
自
然
海
水
の
二
〜

六
倍
の
濃
度
の
ト
リ
チ
ウ

ム
に
汚
染
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。 

 

本
格
稼
働
す
れ
ば
連
日
放

射
能
を
含
む
海
水
が
押
し

寄
せ
る 

 

再
処
理
工
場
で
ア
ク
テ

ィ
ブ
試
験
開
始
以
来
処
理 

           

さ
れ
た
使
用
済
み
核
燃
料

は
、
二
年
半
で
一
七
〇
二
体
、

ウ
ラ
ン
換
算
で
四
二
五
㌧

ほ
ど
で
し
た
。（
表
３
） 

本

格
稼
働
を
す
れ
ば
、
毎
年
ウ

ラ
ン
換
算
で
約
八
〇
〇
㌧

が
処
理
さ
れ
続
け
ま
す
。
ト

リ
チ
ウ
ム
の
半
減
期
は
一

二
年
。
こ
の
測
定
結
果
か
ら
、

本
格
稼
働
が
強
行
さ
れ
れ

ば
自
然
界
の
何
倍
も
の
放

射
線
を
出
す
海
水
が
下
北

や
三
陸
沿
岸
に
押
し
寄
せ

る
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ

れ
ま
す
。 

再
処
理
工
場
は
こ
の
ま
ま 

稼
働
停
止
を
！ 

 

 

現
在
、
再
処
理
工
場
は
ガ

ラ
ス
固
化
炉
の
事
故
続
き

で
休
止
状
態
に
あ
り
ま
す
。

海
洋
へ
の
放
射
能
投
棄
を

前
提
と
す
る
核
燃
再
処
理

は
凍
結
し
、
こ
れ
以
上
の
放

射
能
の
海
洋
投
棄
を
さ
せ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

 

         

北
海
道 

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
も
ん

じ
ゅ 

小
樽
、
同
札
幌
、
北
教

組
余
市
東
分
会
、
同
後
志
支

部
余
市
支
会
東
中
分
会
、
サ

ッ
ポ
ロ
ッ
カ
シ
ョ 

東
北 

核
燃
サ
イ
ク
ル
問
題

小
委
員
会
（
青
森
市
）
、
Ｐ
Ｅ
Ａ

Ｃ
Ｅ 

Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
（
八
戸
）
、
青
森

若
葉
の
会
、
花
と
ハ
ー
ブ
の
里
、

い
わ
て
生
協
、
生
活
ク
ラ
ブ
生

協
岩
手
、
三
陸
の
海
を
放
射

能
か
ら
守
る
岩
手
の
会
、
核

燃
料
小
委
員
会
水
沢
教
会
、

豊
か
な
三
陸
の
海
を
守
る
会
、

平
和
環
境
岩
手
県
労
組
セ
ン

タ
ー
、
岩
手
高
教
組
、
岩
手

県
教
組
、
岩
手
大
学
教
組
、

日
本
科
学
者
会
議
岩
手
支
部
、

舘
が
森
ア
ー
ク
牧
場
（
株
）
岩

手
、
放
射
能
か
ら
気
仙
の
浜

辺
を
守
る
鱈
の
会
、
陸
前
高

田
市
地
域
女
性
団
体
協
議
会
、

岩
手
有
機
農
業
研
究
会
、
麗

ら
舎
読
書
会
、
こ
ど
も
た
ち
の

教
育
と
未
来
を
考
え
る
会
、

（
株
）
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
海
産
、

天
然
エ
ビ
専
門
店
え
び
や
さ

ん
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
地
球
と
と
も
に
、

三
陸
の
海
を
守
る
気
仙
沼
・ 

  

本
吉
の
会
、
生
活
ク
ラ
ブ
ふ
く

し
ま
生
協
、
三
陸
・
宮
城
の
海

を
放
射
能
か
ら
守
る
仙
台
の

会
（
わ
か
め
の
会
）、 

関
東 

 

千
葉
生
活
ク
ラ
ブ
生

協
、
多
摩
北
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
、

多
摩
南
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
、 

生
活
ク
ラ
ブ
生
協
埼
玉
、
生
活

ク
ラ
ブ
生
協
相
模
原
セ
ン
タ

ー
、
二
三
区
南
生
活
ク
ラ
ブ
生

協
、
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
茨
城
、

さ
い
た
ま
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
、

生
活
ク
ラ
ブ
生
協
東
京
、
北
東

京
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
、
か
わ
さ

き
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
、
生
活
ク

ラ
ブ
生
協
神
奈
川
湘
南
、
さ

が
み
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
、
東
都

生
協
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
支
部
、
横

浜
北
生
活
ク
ラ
ブ
反
核
ヒ
ロ
シ
マ

実
行
委
員
会
、
サ
ー
フ
ラ
イ

ダ
ー
・
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
東
京
、
（
財
）
日
本
キ

リ
ス
ト
教
婦
人
矯
風
会
（
横
浜

市
）
、
同
矯
風
会
（
逗
子
市
）
、

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
神
奈
川
教

区
核
問
題
小
委
員
会
、
空
と

海
の
放
射
能
汚
染
を
心
配
す

る
市
民
の
会
（
東
京
）
、
ふ
ぇ
み

ん
婦
人
民
主
ク
ラ
ブ
（
東
京
）
、

ハ
チ
ド
リ
の
会
（
茨
城
）
、
止
め

よ
う
原
発
（
東
久
留
米
市
）
、
ｇ

ｒ
ｅ
ｅ
ｎ 

ｖ
ｈ
東
京
、
パ
ル
シ
ス

テ
ム
東
京
、
共
同
購
入
の
会
グ

リ
ー
ン
ピ
ー
ス
（
西
東
京
市
）
、

原
発
を
考
え
る
品
川
の
女
た

ち
、
た
ん
ぽ
ぽ
舎
（
東
京
）
、
大

地
を
守
る
会
（
東
京
）
、
福
島

老
朽
原
発
を
考
え
る
会
（
東

京
）
、 

中
部 

長
野
・脱
原
発
学
習
会 

近
畿 

生
活
ク
ラ
ブ
生
協
京
都

エ
ル
・
コ
ー
プ
、
未
来
を
つ
む
ぐ

母
の
会
（
京
都
）
、
ス
ト
ッ
プ
・

ザ
・
も
ん
じ
ゅ
事
務
局
（
大
阪
）
、

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
も
ん
じ
ゅ
（
京

都
）
（
奈
良
県
）
、
ハ
ッ
ピ
ー
六
ヶ

所
☆
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
・
光
と
水

☆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
播
磨
灘
を

守
る
会
（
兵
庫
）
、
枚
方
食
品

公
害
と
健
康
を
考
え
る
会
、

大
阪
大
学
付
属
病
院
看
護
士

労
働
組
合
、 

中
国 

（
財
）日
本
キ
リ
ス
ト
教

婦
人
矯
風
会
（
広
島
県
福
山

市
）
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
ア
ク
シ
ョ

ン
・
ヒ
ロ
シ
マ
、
原
発
イ
ラ
ン
！

山
口
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
山
口
県

平
和
運
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
、 

四
国 

（
財
）
日
本
キ
リ
ス
ト
教

婦
人
矯
風
会
（
愛
媛
県
）
、
原

発
さ
よ
な
ら
え
ひ
め
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
、 

九
州 

（
財
）日
本
キ
リ
ス
ト
教

婦
人
矯
風
会
（
長
崎
県
）
、
同

宮
崎
支
部
、
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
も

ん
じ
ゅ
（
福
岡
）
、
同
（
北
九

州
）
、
脱
原
発
大
分
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
、 

そ
の
他 

 

（
財
）日
本
キ
リ
ス
ト

教
婦
人
矯
風
会
（
平
和
部
）、
大

地
に
麦
を
実
ら
す
会
、
エ
コ
ー

ル
グ
ロ
ッ
セ
（
さ
い
た
ま
市
）
（
花

巻
市
）
、
六
ヶ
所
か
ら
地
球
を

考
え
る
会
、
ス
ト
ッ
プ
六
ヶ
所

意
見
広
告
の
会
、
安
全
な
た
べ

も
の
を
つ
く
っ
て
食
べ
る
会 

 

   アクティブ試験日程・処理経過表 表３  

工程 開始 終了 処理使用済み燃料 

   体数 ウラン換算（㌧） 

第１ステップ ２００６．３．３１ ２００６．６．２６ 67 31 

第２ステップ ２００６．８．１２ ２００６．１２．６ 166 60 

第３ステップ ２００７．１．２９ ２００７．４．２６ 319 70 

第４ステップ ２００７．８．３１ ２００８．２．１３ 550 160 

第５ステップ ２００８．２．１４ ０８年１０月剪断終了 600 104 

 ガラス固化溶融炉不調で休止状態 1702 425 

 

平成２０年２～５月の海洋への放出量  表２   

2008

年  

 回

数 

廃液量   

m3 

トリチウム    

Bq 
廃液の濃度が原発放出濃度限度の１００倍を超えた日 

２月 5 2,836  ７０兆 １日・７４３倍、６日・７９９倍、２０日・２８１倍、２２日１７４倍 

３月 3 1,749   ５兆   

４月 9 5,197  ６３兆 ２３日・２７３倍、２４日・３７１倍、２８日・５２２倍、３０日・４０１倍 

５月 7 2,925  ２０兆 ２日・３４２倍、１０日・１１６倍、２１日・１１３倍 

24 12,707 １５８兆 ＊原発放出濃度限度は ６万Ｂｑ／㍑ 

全
国
署
名
は
九
万
五
六
九
四
筆
集
ま
り
、
去
る

一
月
二
〇
日
政
府
に
提
出
し
ま
し
た
。
署
名
用
紙

に
記
載
さ
れ
て
い
た
取
り
扱
い
団
体
は
次
の
八
九

団
体
で
し
た
。
そ
の
他
多
く
の
団
体
や
個
人
か
ら

も
沢
山
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
み
ん
な
の
力
で
大
き

な
声
と
し
て
ゆ
く
た
め
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。 


